
専門実践実習(食育・食環境)
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Education and Food Environment
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石川桂子・竹村ひと
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之・小関 直美
1 選択必修 3通期

科目の概要
　DP2に記載している疾病・疾病予防・食育に関する専門知識・技能を身につけ、豊かな食生活と健康を創造することができる管理栄養士を育成する過程を通して、DP1
の建学の精神、社会人基礎力、pisa 型学力を修得し、職場と地域の人々と協働して課題を解決していこうとする態度を身に付けます。また、これらの学修を通してDP3
にあるように自立した社会人として、常に自己研鑽に取り組み、自らの可能性を高めて社会に貢献することができる基礎を築きます。
　この授業では、「栄養教育論Ⅱ」「栄養教育論実習Ⅰ」「公衆栄養学Ⅱ」「公衆栄養学実習」等、今まで修得してきた全ての知識や技能を総動員して、地域の栄養的
な問題と向き合い、管理栄養士の業務遂行上必要な栄養管理プロセスを、食育・食環境を整えるという観点から実践的な活動を通して学修していきます。これは「臨地
実習」を修得する基礎となります。

学修内容 到達目標

① 自治体の方のお話を聞き、要望されたことをまとめ、グ
ループで課題解決のための方法を話し合う。
② 統計を理解した上で、食環境における問題点を調査する。
③ 衛生管理、栄養管理、食品の流通、栄養教育等について調
べる。
④ 獲得した知識や技能を活用し、課題解決に向けて実践す
る。
⑤ 実践した内容と実践の評価結果をパワーポイントにまとめ
る。

① 自治体の要望をまとめ、課題解決のための知識や技能、そ
れらの活用方法を見極めることができる。
② 統計を理解した上で、食環境における問題点を調査し、実
態を把握することができる。
③ 衛生管理、栄養管理、食品の流通、栄養教育等を理解し課
題解決の方法として活用できる。
④ 獲得した知識や技能を活用して新たなメニューを考案した
り、啓発用ポスターを作成したりできる。
⑤ 実践した内容と実践の評価結果を発表し、課題を解決する
ための提案をすることができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 管理栄養士として働いている姿を思い描きながら、授業の目標を達成するために必要な知
識・技能について自発的に取り組むことができる。

働きかけ力

実行力

同じ意見の人だけでなく、意見や考えの合わない人の意見も取り入れてグループとしての
意見を集約できる。

授業では受け身にならず、授業の達成目標に到達のために、より深く知識・技能を修得し
ようと意欲的に行動する態度を身に付ける。

考え抜
く力

課題発見力 授業の達成目標に到達するために、自分自身の課題を見極め、自己学修により知識および
技術の習得に励もうとする。

計画力

創造力

課題解決のために見通しを立てて手順、方法、スケジュールを明確にした計画を立てるこ
とができる。

自分の理想とする管理栄養士を創造し、そのために必要となる授業の目標を達成する。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業の内容を分かりやすく整理してまとめたり記述（図表含む）したりすることができ
る。

グループ討議では他者から意見や伝えたいことを引き出し、その意見を尊重できる。

人によって意見や考え方が違うことを理解してグループディスカッションをすることがで
きる。

授業は学生が主体的に参加して初めて成立するものだと考え、グループやクラスの状況を
把握し、自分が果たす役割を考えることができる。

授業の達成目標に到達するために、授業中に出される指示等の約束事を守り、授業に参加
できる。

思っていたような成果が得られなかったときもその原因を冷静に分析して冷静に対処する
ことができる。

テキスト及び参考文献

教科書：各教科テキスト

他科目との関連、資格との関連
他教科との関連：「専門実践実習(食育・食環境)」は、「基礎キャリア教育」や「公衆衛生学実習」「食品衛生学」「食品衛生学実験」「基礎栄養
学実験」「応用栄養学Ⅱ」「応用栄養学実習」「栄養教育論Ⅱ」「栄養教育論実習Ⅰ」「公衆栄養学Ⅱ」「公衆栄養学実習」「給食経営管理実習」
の知識を活用する。また、同時期に開講される「事前事後演習」と関連させながら理解を深める。さらにその後に履修する「臨地実習A（給食基
礎）」「臨地実習B（公衆栄養・給食応用）」の基礎となる科目でもある。
資格との関連：栄養士、管理栄養士

学修上の助言 受講生とのルール

1・2・3年生まで学習した全ての知識が必要である。
これらをふまえ、対象者に応じたアセスメント・栄養計
画・栄養指導・給食管理と展開する能力を培うため、関連
科目の復習をしておくこと。

１　講義には集中して臨む、課題の提出の期限を守るなどマナーを
守る。
２　グループ活動では、社会人基礎力を発揮して積極的に活動に参
加する。
３　関連科目に関する知識の拡充に努めること。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

A（優）は、自治体のニーズを的確にとらえ、統計学や食
育活動に係わる知識を活用して、地域の課題解決につなが
るものである。
S（秀）は、A（優）に加え、リーダーシップ等社会人基礎
力を発揮し積極的に取り組んでいると評価できるものであ
る。、

統計学や食育活動に係わる授業用シートの提出等滞りなく
できたものをC（良）とする。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

①

50

教員が担当する以下の内容について理解度を確認する。
・統計の理解（5点）
・衛生管理、栄養管理、食品の流通、栄養教育等の理解（各5点）
・取り組み内容を評価する方法についての理解（5点）
自治体の要望に沿った新たなメニューについての評価（20点）

知識の獲得（統計等の理解）60％
知識の活用（メニュー提案）40％

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ✓

40

各グループでパワーポイントを以下の内容で作成し発表する。担当教
員の他、連携する方々にも評価に加わっていただく。
・自治体の要望をどう捉えてどのような活動を経て解決したか
・社会人基礎力、建学の精神や四大精神の実践、pisa型学力の実践

知識の獲得（課題解決のためにどんな知識や技能をどのように学修し
たか）30％
知識の活用（獲得した知識技能をどのように活用したか）35％
知識の解決（課題解決に向けた活動内容とその効果）35％

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）予習が教科書レベルで実行できている。
（働きかけ力）意見や考えの合わない人の意見も取り入れてグループとしての意見を集約できている。
（実行力）予習が教科書以外の情報源から修得する行動ができている。
（課題発見力）本時の授業の目標を達成するために不足している知識・技能を抽出し、その内容について学修ができている。
（計画力）課題解決のために見通しを立てて手順、方法、スケジュールを明確にした計画を立てることができている。
（創造力）本時の授業の目標を達成するための課題を解決するために修得した知識・技能を最大限に活用して、グループディスカッ
ションできている。
（発信力）本時の授業の目標を達成するための知識・技能について、分かりやすく整理してまとめたことを記述（図表含む）すること
ができている。挙手の回数については、回数を得点化する。
（傾聴力）本時の授業で提示した質問項目について、学生間で意見交換をします。相手の意見が分かりにくい、疑問について質問をす
ることができる、また意見を引き出すコメントができている。
（柔軟性）意見や考え方が違う人ともグループディスカッションをすることができている。
（状況把握力）本時の授業の目標を達成するために、自分が果たす役割を考えることができている。
（規律性）授業終了時に【学修行動特性評価】シートを提出することができている。
（ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力）本時の授業の目標を達成するために、思っていたような成果が得られなかったときもその原因を冷静に分析して冷静
に対処することができている。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



統計学や食育活動に係わる授業用シートの提出等滞りなく
できたものをC（良）とする。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

食育・食環境分野での
先輩の取組を知る。
自治体の要望をつか
む。
グループで自治体の要
望を整理し、解決する
ための方法を話し合
う。

講義　実践発表を聞く
グループディスカッ
ション　グループワー
ク
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付・フィードバック

グループでディスカッ
ションして自治体の要
望を整理し、解決する
ための方法を話し合う
ことができる。

（予習）食育と食環境
の意味を調べる。
（復習）自治体の要望
をまとめる。

45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

2

企画の基本を学び、自
分たちが目指す煮味噌
や煮味噌を広めるため
の企画を考える。それ
を提案書にまとめ、各
グループで予定を立て
る。

講義　グループディス
カッション　課題の
フィードバック　計画
の発表
グループワーク
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付・フィードバック

煮味噌のレシピを考え
たり、グループでどの
ように煮味噌を広める
か予定を立てることが
できる。

（予習）煮味噌につい
て調べる。
（復習）煮味噌のレシ
ピを考える。

45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

3

栄養管理（減塩の方
法）や食品の流通（地
産地消や岡崎の地場産
物）について知り、第
2週で考えた煮味噌に
生かす。

講義　グループディス
カッション　レシピ作
成　課題のフィード
バック
グループワーク
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付・フィードバック

第2週で立案したレシ
ピを減塩や岡崎市の地
場産物という視点で再
考することができる。

（予習）資料に沿って
栄養管理や食品の流通
について調べる。
（復習）資料に沿って
まとめる。 45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

4

第2～3週で考案した料
理のレシピを試作して
確かめ、レシピの見直
しをする。

実習（試作）　グルー
プディスカッション
質問の受付・フィード
バック
グループワーク

自治体の要望に沿った
レシピを完成させるこ
とができる。

（予習）立案した料理
のレシピを確かめる。
食材の調達。
（復習）完成させたレ
シピのまとめ、出来上
がりの写真の整理

45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

5

栄養教育の一環とし
て、魅力あるポスター
作成について学び、煮
味噌をアピールするポ
スターを作成する。

講義　グループディス
カッション　ポスター
作成　課題のフィード
バック　グループワー
ク　google classroom
による課題の提出、質
問の受付・フィード
バック

魅力的で多数の人々に
訴えかけるポスターを
作成できる。

（予習）資料に沿って
ポスターについて調べ
る。
（復習）資料に沿って
ポスターについてまと
める。

45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

6

統計について学び、統
計的に有効なアンケー
トを作成する。

講義　グループディス
カッション　アンケー
ト作成　課題のフィー
ドバック　グループ
ワーク　google
classroomによる課題
の提出、質問の受付・
フィードバック

統計的に有効なアン
ケートを作成できる。

（予習）資料に沿って
統計について調べる。
（復習）資料に沿って
統計についてまとめ
る。 45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

7

中間発表に向け、レシ
ピやパワーポイントを
作成する。

グループディスカッ
ション　試作　パワー
ポイント作成　発表練
習
グループワーク
google classroomによ
る課題の提出　質問の
受付・フィードバック

自治体の要望に沿った
レシピ開発や広める活
動の様子を発表するた
めのパワーポイントを
完成させることができ
る。

（予習）第1～6週をふ
り返る。
（復習）レシピとパ
ワーポイントを完成さ
せる。 45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

自治体の職員や教員に
向けて試作品の試食や
パワーポイントによる
中間発表をする。自分
たちが進めてきた取り
組みの確認を行う。

グループディスカッ
ション　パワーポイン
トの作成　発表　実習
（試作）　指導講評
グループワーク
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付・フィードバック

自治体職員や教職員に
試作品の提示やパワー
ポイントによる発表を
することができる。

（予習）発表練習をす
る。
（復習）指摘事項の整
理をする。

45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9～
12

中間発表で得た指導講
評を基にレシピやポス
ター等を見直し、より
良いものに仕上げる。

グループディスカッ
ション　実習（試作）
試作品やポスター等の
アンケート作成と結果
の考察　グループワー
ク　質問の受付・
フィードバック

試作やポスターの作成
等自治体からの要望に
沿った活動をすること
ができる。

（予習）グループの予
定に沿って必要な課題
について調べる。
（復習）より良いもの
に仕上げるための方法
について考える。

45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

13

第9～13週で取り組んだ内
容を盛り込み、煮味噌のレ
シピやパワーポイントを完
成させる。この授業でどん
な力がついたか、建学の精
神、社会人基礎力、pisa型
学力の面から考える。
教職員の前でパワーポイン
ト発表の練習をする。

グループディスカッ
ション　パワーポイン
ト作成　発表　質問の
受付・フィードバック
グループワーク

第1～13週で実施した
内容や身に付いた力に
ついての考察をパワー
ポイントに盛り込むこ
とができる。

（予習）8週以降の取
り組みや身に付いた力
を思い出す。
（復習）指導内容を生
かしたパワーポイント
や試作品を作成する。

45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

14

自治体職員や教職員に
対して、煮味噌の試作
品や活動内容を紹介す
るパワーポイントを発
表しまとめとする。

グループディスカッ
ション　パワーポイン
ト作成　実習（試作）
発表　グループワーク
指導講評

この授業でどんな力が
身についたか、建学の
精神、社会人基礎力、
pisa型学力の面から考
え、発表することがで
きる。

（予習）発表練習
（復習）この授業で得
た建学の精神、社会人
基礎力、pisa型学力を
4年生に生かそうとす
る。

45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

この授業をとおしてど
んな力（社会人基礎
力、建学の精神、pisa
型学力）が身に付いた
か振り返り、管理栄養
士として必要な力を修
得する計画を立てる。

オンデマンド配信 自分の力を社会人基礎
力、建学の精神、pisa
型学力に分けて振り返
ることができる。

（予習）活動内容と身
に付いた力を思い出
す。
（復習）足りない力を
修得する計画を実行す
る。

45

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力


